
故　水野あい子さん 日本画「ドライフラワー」

第16回すこやか長寿祭美術展 作品　「椿と小鳥」

水野あい子個展会場 個展会場「グリナート・幹」

2020/02/12

富士山と花々を愛し描き続けた故水野あい子さん

　静岡県すこやか長寿祭美術展は、高齢者の文化活動の促進とふれあいや、生きがいづくりを目的
に、静岡県内６０歳以上のアマチュアの方が、日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真の６部門で制作応
募された作品を１９９７年度から２３年間毎年　静岡県立美術館県民ギャラリーにおいて発表展示をし
ております。
　富士市の故水野あい子さんは、昨年春（２０１９年）亡くなるまで２０数年間に渡り趣味で日本画制
作に取り組まれ「静岡県すこやか長寿祭美術展」で県知事賞（２０１２年）、銅賞（２０１３年度）を受
賞され、また富士市展や富士宮市「富士山への手紙・絵コンクール」で多くの受賞作品を創作されてき
ました。

　　　　　　　第１５回静岡県すこやか長寿祭美術展　日本画部門　県知事賞受賞
　　　　　　　　　　　　　　作品名：「ドライフラワー」　　　富士市　水野あい子さん

　　審査員講評：　朽ちてなお人を楽しませるドライフラワーの生命（いのち）をモチーフにして克明に心を
込
　　　　　　　　　　　めている。
　　　　　　　　　　　素材の一つ一つが、それぞれ存在感・躍動感をもった構成で色彩も美
　　　　　　　　　　　　しい。　　　

　　　　　２０１３年　第１６回静岡県すこやか長寿祭美術展　日本画部門　銅賞受賞　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作品名：「椿と小鳥」

　　　　　　　　　　　　　　水野あい子 日本画展　：「富士山と花々」
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作品「山の楽園」 作品「紫陽花

作品「菖蒲」 作品　「野菊」

　水野あい子さんは、昨年春　ご家族の手厚い看護の甲斐もなく亡くなりました。
本人が生前、個展開催を希望していたため家族は元より長女水野桂子さんが中心となり富士市の後
援を受け、富士市内のギャラリー「グリナート・幹」をお借りし「故水野あい子　日本画展」を開催し富士
山や花々を題材とした約５０点の作品が展示されました。

　水野あい子さんは、亡くなる前の２０年間、日本画家　遠藤友子先生に師事し、趣味として日本画
制作に熱心に取り組みました。華道「五十鈴古流」の師範であり、花好きであったことで花々を多く描き
ました。また、富士山が美しく見える富士市の市民として富士山の絵を描くことに熱中し、冨士市展や富
士宮市主催「富士山への手紙・絵コンクール」にたびたび応募し多くの優秀賞を受賞しました。
　特に７０歳代の後半から晩年の１０年間に数々の賞を受賞するなど絵画の才能を発揮してこられまし
た。（水野桂子さん談）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展示作品

　　　　　　　第４８回（２０１４年）富士市展　日本画の部　奨励賞　
　　　　　　　　　　作品：　「山の楽園」20号　　　水野あい子（８１歳）
　　　　　　　　　　講評：　大きな作品の中に小さいながらキラリと輝く素敵な作品。
　　　　　　　　　　　日本画の材料の白・赤・青緑、色彩鮮やかにきっと楽しんで描かれた
　　　　　　　　　　　事と思います。

　　　　　写真左→　平成２９年度　第６９回富士市美術協会展　籐画堂賞受賞
　　　　　　　　　　　　　　作品名：　「菖蒲」30号　　　水野あい子（８４歳）　
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作品　「清秀富士」 作品　「峠からの富士」

作品「忍野の富士」 作品「桜と富士山」

取材宿泊旅行の想い出 スケッチブック

　　　　写真左→　平成２９年度　第２２回富士宮市「富士山への手紙・絵コンクール」
　　　　　　　　　　　優秀賞受賞
　　　　　　　　　作品名：　「清秀富士」10号　　　水野あい子（８５歳）　

　水野あい子さんは、１９３２年に富士山が美しく見える富士市岩本に生まれました。小学校の頃から
絵画の才能を見いだされ放課後、学校に残され絵を描いていたそうです。
　県立富士高等女学校では、美術の授業で日本画の村井竹山先生に学び、戦後教育の大きな変
化の時代をたくましく乗り切り、７０代後半から晩年までの１０年間、特に富士山と花を描き続けてきまし
た。

　取材旅行先で必ず宿泊先の想い出を記録に残した数々の「思い出帳」から水野あい子さんの人柄が
伺えると共に、常に頭の中には次に創作する草花や富士山の下絵が浮かび上がってきて、その構図をス
ケッチブックに繊細に収めていた並々ならぬ努力のあとが伺えました。
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絵手紙の想い出 絵手紙

　お母さんが、齢（よわい）を重ねるごとに創作意欲を増し、晩年まで描き続けた「富士山と花々」は、画
廊を訪れた私たちを元気づけてくれる応援歌としての作品ばかりでした。
　また、１１日間（水曜日休館）毎日画廊に立ち母の思いを来館者の私たちに伝えて下さった長女水野
桂子さんが、約２０年前にネパールで教職の仕事をしていた時、お母さんが娘の身をあんじて何度も何
度も励ましや近状を綴った絵手紙が沢山展示されていて、子供を想う母親の優しさが心の中に沁みわっ
てきました。
　故水野あい子さまのご冥福をお祈り申し上げますと共に、このような素晴らしい作品に出会う場を作っ
て下さった水野桂子様に感謝申し上げます。

　　　　　取材：　富士・富士宮・北駿地区担当　生きがい特派員　　渡邊英機
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